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世界自然遺産地域の森林生態系における世界自然遺産地域の森林生態系における

気候変動の影響のモニタリング等事業気候変動の影響のモニタリング等事業

林林 野野 庁庁

晩秋の羅臼岳（知床）
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我が国の世界自然遺産地域及び候補地

世界自然遺産の登録には、登録基準
（クライテリア）をひとつ以上満た
し、かつ 「完全性」の条件（法的
担保等）を満たす必要がある。

【 クライテリア 】

（ⅶ）自然景観。

（ⅷ）地形・地質。

（ⅸ）生態系。

（ⅹ）生物多様性。

→ 近年では、これに加え、気候変
動の影響に対するモニタリングプ
ログラムの開発が重要になってき
ている。

知床→

白神山地→

屋久島→

小笠原諸島→

（ⅸ・ⅹ）

（ⅸ）

（ⅶ・ⅸ）

（案：ⅷ・ⅸ・ⅹ）
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該当地の顕著な普遍的価値（ＯＵＶ）

知床
・ 海と陸の生態系の相互作用（ⅸ）。

・ 生物多様性（ⅹ）。

白神
山地

・ ブナ林を中心とする生態系（ⅸ）。

屋久
島

・ ヤクスギの自然景観（ⅶ）。

・ 植生垂直分布（ⅸ）。

小笠原

諸島

・ 地形・地質（ⅶ）
・ 独特の種分化（生態系：ⅸ）。
・ 動植物の固有種の多様性（ⅹ）。

クライテリアに基づいた顕著な普遍的価値（ＯＵＶ）
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• 我が国の世界自然遺産地域及び候補地における気候
変動の影響を把握するためのモニタリングプログラ
ムの開発を行う。

• モニタリングプログラムの開発とは、気候変動の影
響を適切に把握できる指標（モニタリング対象）を
提案し、その指標を評価するためのシステム（モニ
タリング手法や予測手法等）を確立することである。

• また、本事業における指標とは、顕著な普遍的価値
（OUV）との関連性の深い森林生態系に係わるもの
とする。

事業の目的
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年度別の調査スケジュール

平成21年度

（試行的評価）
知床・白神山地・屋久島

平成22年度

（プログラム開発）
知床・白神山地・屋久島・小笠原

平成23年度

（プログラム開発）
知床・白神山地・屋久島・小笠原

平成24年度

（プログラム開発）
知床・白神山地・屋久島・小笠原

5

• 国内外の知見の収集・整理
①国内外の知見の収集と
整理

• 気候・気象、森林生態系データの収集
• 気候・気象、森林生態系データの分析
• 今後必要なデータの抽出と課題の整理

②国内の世界自然遺産地
域及び候補地における既
存データ分析

• モニタリングプログラムの試行的開発と実行

• 気候変動の影響の分析と課題の整理等

• 住民参加型のモニタリングプログラムの提案

③気候変動の影響のモニ
タリングプログラムの開
発に係る検討

• 検討委員会の開催（年2回）、現地検討調査の
実施（知床・白神山地・屋久島・小笠原）

④検討会の開催

本年度（平成22年度）の調査内容

• 影響の分析（脆弱性の評価）と課題の整理
• 今後のモニタリング及び調査計画（案）の策定
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【 気候変動の影響に対し脆弱といわれている
主な生態系（ユネスコの戦略報告書より） 】

１．限界標高・限界緯度レンジ
→ 森林限界付近、北限・南限付近の植生群落とそこに

生育・生息する動植物。

２．高標高域の泥炭湿原とそこに生育・生息する動植物。

３．旱魃や小雪・融雪等の影響を受けやすい植生群落と
そこに生育・生息する動植物等。

羅臼平の万年雪

国内外の知見の収集と整理結果（事例）

7

（Ｃ）森林生態系の顕著な普遍的価値（ＯＵＶ）

（植生分布・希少野生動植物・多様性等）

（Ｂ）森林生態系への主な影響

（シカの食害・外来種等）

（Ａ）気象・気候

（気温・降水・積雪等）

（Ｄ）人為的インパクト

（施業履歴・河川工作物・シカ管理等）

国内の世界自然遺産地域及び候補地における既存データ分析
－ 顕著な普遍的価値（OUV）に影響を及ぼす要因の整理 －

気候変動の影響
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• 森林生態系として、顕著な普遍的価値（ＯＵＶ）そのも
の、もしくは顕著な普遍的価値（ＯＵＶ）との関連性が
高いもの。

• 気候変動以外の影響が少ないもの。

• 気候変動に対し脆弱なもの。

（北・南限、森林限界、泥炭湿原等）

• 既存データ、航空写真等を活用してデータの補足が可能
なもの。また、過去から現在までの動態（変化）を把握
することが可能なもの。

• 気候変動の影響が導きにくいものや、要因の複雑な研究
課題は避ける。

国内の世界自然遺産地域及び候補地における既存データ分析
－ モニタリング指標の選定基準 －

羅臼湿原三の沼と羅臼岳

9

国内の世界自然遺産地域及び候補地における既存データ分析
－ データ分析を行う指標の選定 －

知床
・植生垂直分布（低標高から森林限界のハイマツ帯）

・羅臼湿原（泥炭湿原とその植生）

・オショロコマ

白神山
地

・植生垂直分布（低標高から森林限界のハイマツ帯）

・ブナ帯

・なだれ植生（なだれ地の低木群落）

屋久島
・植生垂直分布（低標高から森林限界のヤクザサ帯）

・ヤクスギ帯

・花之江河湿原（泥炭湿原とその植生）

小笠原
諸島

・ 岩上荒原植物群落

・ 乾性低木林・湿性高木林

・ 雲霧帯の植物群落

過去から現在までの変動が把握可能なものを指標として
データ分析を行う。
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－ 知床における気象データの分析事例 －
（羅臼における気温の変動）

徐々にではあるが気温の上昇傾向がみられる（宇登呂も同様）
（注１） 移動平均は、 データの周期的変動を単純に5年、10年単位で平滑化し、長期的傾向を見るものである。
（注２） 回帰計算より、年を経るごとに各種気温が上昇する有意な傾向が得られている。
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調査事例（気象）
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－ 知床における気象データの分析事例 －
（宇登呂における日最高気温の将来予測）

予測結果によると、宇登呂における日最高気温は、過去から徐々に上昇して
おり、３０年後（３０３８年）には３０年前（１９７８年）の９．０℃から
２．３℃上昇し、１１．３℃になると予想される（羅臼も同傾向）。

ｙ= 0.0388 x -67.8262 R2= 0.4835 N= 30

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

1975 1985 1995 2005 2015 2025 2035

気温

（℃ ）

（年）

宇登呂における気温（日最高）の経年変化と将来予測

調査事例（気象）
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－ 気候・気象データの主な課題 －

• 既存の気象データはアメダ
スデータが主である。

• アメダス観測地は遺産地域
外がほとんどで、低標高地
や都市部が多い。

• 現地気象観測（特に山岳地
域）が必要である。

※アメダスデータ解析例

調査事例（気象）
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－ 知床における気象観測計画（案）－

羅臼岳山頂
（標高1660ｍ）周辺

羅臼湿原
（標高700ｍ）

知床峠（標高800ｍ）

アメダス宇登呂観測所
（標高144ｍ）

アメダス羅臼観測所（標高15ｍ）

【観測地点】
・ 羅臼岳山頂付近、知床峠付近、羅臼湿原
【観測項目】
・ 羅臼岳 ：気温、地温、最大積雪深
・ 知床峠 ：気温、地温、最大積雪深
・ 羅臼湿原：気温、地温、水温、水位、最大積雪深
【観測期間】
・ 平成23年夏期から24年秋期
【備 考】
・地温は、根雪期間の推定に用いる
・羅臼湿原においては、水位、水温を観測し、水位、

水温の変動が泥炭形成、分解等に係る状況を観測
する。

・降水量については、知床峠の既往観測データ（北
海道開発局）を活用する。

・気象観測データをアメダスデータとの関連性から
分析し、過去の気象データの推定等に用いる。

調査事例（気象）
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ハイマツ帯に生育する植

物や昆虫を採食

ハイマツ帯に生育

モニタリング対象ハイマツ

ガンコウ
ラン

シマリス
エゾライ
チョウ

ホシガラ
ス

ノゴマビンズイ

コケモモ

－ 知床における指標としてデータ分析を行う指標事例 －
（羅臼岳の森林限界付近のハイマツ帯）

【 顕著な普遍的価値（OUV）と指標との関連性 】
知床のハイマツ帯（羅臼岳）が、知床の顕著な普遍的価値（OUV）の

ⅹ（生物多様性）との関連性が深い

羅臼岳
標高1660ｍ

調査事例（森林生態系－森林限界付近－）

15

－ 知床における森林生態系データの分析事例 －
（羅臼岳周辺のハイマツ帯の分布）

■～■～■：ハイマツ（密～中～疎）
■～■：落葉広葉樹林（壮齢～幼齢林）
■～■：針広混交林（壮齢～幼齢林）

１９５８年から２００４年の４６年間
で、森林限界付近の植生群落の分布域
に変動が見られる。

調査事例（森林生態系－森林限界付近－）
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－ 知床における森林生態系データの分析事例 －
（羅臼岳周辺のハイマツ帯の分布の変動量）

Ｈ１ ：ハイマツ林（密）
Ｈ２ ：ハイマツ林（中）
Ｈ３ ：ハイマツ林（疎）
Ｌ１ ：落葉広葉樹林（壮齢林）
Ｌ２ ：落葉広葉樹林（幼齢林）
ＮＬ１：針広混交林（壮齢林）
ＮＬ２：針広混交林（幼齢林）
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１９５８年から２００４年の４６年
間で、針広混交林（壮齢林：ＮＬ
１）の面積がやや増加した。標高別
にみてみると、針広混交林（壮齢
林：ＮＬ１）が高標高域に生育場所
を広げている。

調査事例（森林生態系－森林限界付近－）
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－ 知床における植生垂直分布調査計画（案）－

◎ 植生垂直分布調査
【場 所】
・羅臼岳西側斜面の標高200～1200m区間の標高200mご

とに調査地点を設定。
【調査項目と調査期間】
・調査区（方形区）を設定しての階層構造、毎木、植生、

稚樹・実生の各調査を実施。平成23年度に調査を実施。

◎ 森林限界付近での植物群落調査
【場 所】
・大沢（標高1280m）、羅臼平（標高1350m）、三ツ峰
（標高1350m）、石清水（標高1430m）、一の肩（標高
1540m）に調査地点を設定。

【調査項目と調査期間】
・調査区（方形区）を設定してのハイマツ等低木の群落

調査、雪田植生調査を実施。平成23年度に調査を実施。

羅臼岳山頂
（標高1660ｍ）

植生垂直分布調査
・ 森林限界付近で
の植物群落調査

調査事例（森林生態系－植生垂直分布－）
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－ 知床における泥炭湿原調査計画（案）－

【場 所】
・羅臼湿原の一の沼から五の沼及びアヤメ平の６地点（標高695～755m）にて調査を実施。
【調査項目と調査期間】
・湿原区域調査（相観的な湿原区域、湿原植物群落調査：平成23年度予定）、泥炭断面調査
（簡易ボーリング調査：平成23年度予定）を実施。

一の沼

二の沼

三の沼

四の沼

五の沼

アヤメ原

（図面）：（株）プレック研究所

調査事例（森林生態系－羅臼湿原－）
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屋久島の花之江河湿原における湿原区域のモニタリング事例

【１９９７年】

屋久島の花之江河湿原における湿原植物群落分布のモニタリング事例

【２００６年】

【１９９７年】 【２００６年】

・１９９７～２００６年の１０年間で、湿原区域内の潅水池や流路、溜池の位置に変動が見られ、
夏期降雨期にのみ潅水する区域や流路域が広がった。

・１０年間で、イボミズゴケが優占するミズゴケ分布域が広がった。

調査事例（森林生態系－屋久島における湿原区域調査事例－）

20
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層厚 堆 積 物 そ の 他

Ⅰ層
2cm

Ⅱ層

14cm

Ⅲ層
7cm

Ⅳ層
8cm

Ⅴ層
8cm

Ⅵ層
36cm

Ⅶ層
∞

未分解泥炭層
(含むマサ土)

砂層
(マサ土：ミズゴ
ケ遺物含む)

未分解泥炭層
(ミズゴケ遺物)

未分解泥炭層
(ミズゴケ遺物)

泥炭層
(含むミズゴケ遺
物)

泥炭層
(含む班鉄)

擬似グライ層

Ⅰ層は、マサを含む未分
解泥炭層で近年生育したミ
ズゴケ遺物がL層（2cm）下
に生成された。深さ30cm程
には泥炭層（Ⅴ層）が出現
している。純粋な泥炭層自
体は8cmと薄く、その下層
には班鉄を含む泥炭層（Ⅵ
層）が厚く出現し、その下
層の擬似グライ層（Ⅶ層）
に続いている。

班鉄を含む泥炭層（Ⅵ
層）や擬似グライ層（Ⅶ
層）には、未分解のビャク
シン遺根が含まれている。

なお、Ⅶ層は、地下水が
常時滞水してできた青白色
の擬似グライ層である。

－ 屋久島の花之江河湿原における泥炭断面調査の事例 －
湿原各所で泥炭断面調査を行い、泥炭や未分解、分解層の経年変化をモニタリ

ングしていく。水温、水位の変動に伴う泥炭の生成、分解状況を簡易調査する。

調査事例（森林生態系－屋久島
における泥炭断面調査事例－）

21

羅臼湿原、三の沼から羅臼岳（赤坂勝美氏撮影）

22
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－ 知床におけるオショロコマ研究事例 －

（出典１）知床半島の河川におけるオショロコマお
よびサクラマスの個体群の現状（谷口・河口・中野
他8名：知床博物館研究報告第２１集別冊２０００）
（出典２）知床半島東西両岸の３７河川における河
川性サケ科魚類個体群の現状－特に河川工作物の影
響を中心に－（谷口・河口・岸：知床博物館研究報告
第２３集別冊２００２）

【 － 研究成果－ 】

・夏期水温の高い河川のオショロコマは生息数
が少なく、個体の大きさが小さい。また、
若齢個体が少ない。

・オショロコマは、夏期水温が１６℃を超える
と食欲が低下しはじめ、２０℃を超えると採
食をしなくなり、生育に悪影響が出てくる。

・渓畔林が発達している河川の夏期水温は、日
照りが続いても急上昇することなく、安定
傾向にある。

・河川工作物の上流では、水温が高くなる傾向
が見られ、オショロコマの生育環境に影響が
あるようだ。

知床半島３７河川におけるオショロコマの個体数
と特性、及び水温・河川特性（特に河川工作物の
影響）調査（１９９９～２０００）

（谷口・河口等による研究事例）

調査事例（森林生態系－オショロコマ－）
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－ 知床におけるオショロコマを指標とする気候
変動がオショロコマに及ぼす影響調査（案） －

【現地調査河川】
・知床半島西側（宇登呂側）２～３河川、知床半島東側
（羅臼側）２～３河川を選定。

【調査項目】
・選定６河川ごとの上・中・下流にて調査区（特定河川
区間）を設定し、夏期にオショロコマの個体数、大き
さ、水温、水位、河川環境（渓畔林、河川工作物等）
を調査する。

・また、既往研究３７河川について、航空写真や地形図、
既往資料を用い、河川の地形や渓畔林の状況、河川工
作物の状況等を調査しＧＩＳ上に整理して既往研究成
果を用いた分析を行う。

・上記結果を用い、１９９９年から現在までの、水温及
びオショロコマの変動を分析し、気象の変化や渓畔林
、河川工作物の状況が、それらの変動に与える影響を
考察する。

【調査期間】
・平成２３年、２４年の夏期に現地調査を行う。

・知床半島西側（宇登呂側）２～３河川
・知床半島東側（羅臼側）２～３河川

調査事例（森林生態系－オショロコマ－）

24


